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　秋
田
県
立
秋
田
図
書
館
（
現
秋
田
県
立

図
書
館
）
以
来
続
い
て
い
る
秋
田
藩
の
藩

政
史
料
の
翻
刻
・
刊
行
事
業
は
、
当
館
に

引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
記
録
を
通
し
て
約

二
百
六
十
年
続
い
た
江
戸
時
代
の
秋
田
藩

の
歴
史
を
見
る
と
い
う
構
想
に
基
づ
き
、

秋
田
県
立
秋
田
図
書
館
で
「
国
典
類
抄
」

全
十
九
巻
（
秋
田
藩
初
代
藩
主
佐
竹
義
宣

か
ら
八
代
藩
主
義
敦
）、「
御
亀
鑑
」
江
府

五
巻
、当
館
で
「
御
亀
鑑
」
秋
府
二
巻
（
九

代
藩
主
佐
竹
義
和
）・「
渋
江
和
光
日
記
」

全
十
二
巻
（
十
代
藩
主
佐
竹
義
厚
）・「
宇

都
宮
孟
綱
日
記
」
全
八
巻
（
十
代
藩
主
佐

竹
義
厚
か
ら
最
後
の
藩
主
義
堯
）
を
刊
行

い
た
し
ま
し
た
。

　昨
年
度
は
当
館
開
館
二
十
周
年
事
業
の

一
環
と
し
て
、
当
館
所
蔵
の
絵
図
図
録
を

編
集
・
刊
行
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
度
よ

り
当
館
所
蔵
史
料
の
刊
行
事
業
を
再
開
し
、

「
岡
本
元
朝
日
記
」
第
一
巻
を
刊
行
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
「
岡
本
元
朝
日

記
」
は
、
全
八
巻
を
予
定
し
て
お
り
、
毎

年
一
巻
刊
行
し
ま
す
。

　記
主
岡
本
元
朝
は
佐
竹
家
中
で
、
寛
文

元
年
（
一
六
六
一
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
八
月
三
日
、
秋

田
藩
の
相
手
番
に
任
じ
ら
れ
ま
す
。
同
十

年（
一
六
九
七
）八
月
に
佐
竹
家
譜
編
纂
・

文
書
改
等
の
、
い
わ
ゆ
る
修
史
事
業
の
統

括
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。
同
十
四
年
（
一
七

〇
一
）
十
月
十
六
日
に
家
老
に
任
じ
ら
れ

ま
す
。
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
四
月
二

十
日
に
角
間
川
給
人
の
組
下
支
配
と
な
り

ま
す
。
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
二
月
十

六
日
に
五
十
二
才
で
久
保
田
に
没
し
ま
し

た
。
通
称
は
は
じ
め
和
泉
、
後
に
又
太
郎

で
す
。
元
朝
の
著
作
と
し
て
、「
佐
竹
義

俊
義
治
考
」・「
佐
竹
義
元
始
末
考
」・「
山

入
始
末
」・「
山
入
始
末
考
」・「
梅
津
主
馬

利
忠
覚
書
」・「
和
田
昭
為
伝
聞
書
」
等
が

あ
り
ま
す
。

　刊
行
に
あ
た
っ
て
、
当
館
所
蔵
「
岡
本

元
朝
日
記
」
六
十
四
冊
（
資
料
番
号
七

｜
三
八
〇

｜

一
〜
六
四
）
を
底
本
と
し
ま
し

た
。
そ
し
て
底
本
に
欠
け
て
い
る
部
分
は
、

「
元
朝
日
記
抄
」
二
十
一
冊
（
資
料
番
号

県
Ａ

｜

一
四
四

｜

一
〜
二
一
）
で
補
い
ま

し
た
。

　底
本
は
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
八

月
八
日
、
羽
生
氏
熟
が
秋
田
県
立
秋
田
図

書
館
（
現
秋
田
県
立
図
書
館
）
に
寄
贈
、

平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
十
一
月
、
当
館

に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。
底
本
は
、
元
禄
八

年
（
一
六
九
五
）
正
月
二
日
か
ら
正
徳
二

年
（
一
七
一
二
）
ま
で
の
日
次
記
で
す
。

よ
り
正
確
に
い
い
ま
す
と
、
一
〜
六
十
二
、

つ
ま
り
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
か
ら
正

徳
元
年
（
一
七
一
一
）
ま
で
は
元
朝
の
自

筆
で
す
が
、
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
の

分
で
あ
る
六
十
三
・
六
十
四
は
元
朝
の
家

臣
糸
川
文
蔵
が
執
筆
し
て
い
ま
す
。
文
蔵

は
、
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
正
月
一
日

か
ら
二
月
十
六
日
の
元
朝
死
没
直
前
ま
で

を
元
朝
、
そ
れ
以
降
を
自
分
の
立
場
で
記

し
て
い
ま
す
。

　「
元
朝
日
記
抄
」
は
、
秋
田
藩
か
ら
秋

田
県
庁
に
引
き
継
が
れ
た
秋
田
県
庁
旧
蔵

文
書
の
一
つ
で
す
。「
元
朝
日
記
抄
」
は

日
次
記
で
は
な
く
、「
国
典
類
抄
」
の
項

目
立
て
に
な
ら
っ
た
「
岡
本
元
朝
日
記
」

の
部
類
記
で
す
。「
元
朝
日
記
抄
」
を
底

本
と
比
較
し
ま
す
と
、
底
本
に
記
さ
れ
て

い
る
天
候
は
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
漢

字
を
仮
名
に
改
め
る
等
、
底
本
の
文
字
に

必
ず
し
も
忠
実
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
編

者
の
考
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　第
一
巻
で
は
、 

元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）

正
月
か
ら
同
一
四
年
（
一
七
〇
一
）
九
月

ま
で
、
元
朝
が
家
老
に
任
じ
ら
れ
る
前
ま

で
の
分
を
刊
行
し
ま
し
た
。
底
本
は
元
禄

十
一
年
（
一
六
九
八
）
、
宝
永
四
年
（
一

七
〇
七
）
六
・
七
月
等
の
分
を
欠
い
て
お

り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
「
元
朝
日
記
抄
」

で
補
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

第
一
巻
で
は
底
本
に
な
い
冊
、
具
体
的
に

は
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
の
分
は
採

録
せ
ず
、
底
本
に
あ
る
冊
の
欠
損
部
分
を

補
う
に
と
ど
め
ま
し
た
。
た
と
え
ば
冒
頭

の
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
正
月
一
日
条

全
部
と
翌
二
日
条
が
底
本
で
は
欠
け
て
い

ま
す
の
で
、
「
元
朝
日
記
抄
」
で
補
っ
て

い
ま
す
。

　元
朝
が
日
記
を
記
し
た
元
禄
か
ら
正
徳

の
時
期
は
、
長
い
江
戸
時
代
で
は
安
定
期

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
該
期
の
記
録
は

「
国
典
類
抄
」
に
も
収
録
さ
れ
て
い
ま
す

が
、「
岡
本
元
朝
日
記
」
は
利
用
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
十
七
世
紀
か
ら
十
八
世
紀
中

頃
ま
で
の
史
料
は
多
い
と
い
え
ま
せ
ん
の

で
、「
岡
本
元
朝
日
記
」
を
秋
田
藩
の
藩

政
史
料
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　「
岡
本
元
朝
日
記
」
か
ら
様
々
な
こ
と

が
わ
か
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
詳
細
は
、

実
際
に
手
に
と
っ
て
ご
覧
下
さ
い
。

　岡
本
元
朝
日
記
第
一
巻
は
税
別
四
千
円

で
頒
布
し
て
お
り
ま
す
。
ご
購
入
希
望
の

方
は
、
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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「
岡
本
元
朝
日
記
」

         

第
一
巻

刊
行
物
紹
介

〒
〇
一
一
ー
〇
九
〇
一

秋
田
市
寺
内
字
三
千
刈
一
一
〇
ー
一

秋
田
活
版
印
刷
株
式
会
社

電
話 

〇
一
八（
八
八
八
）三
五
〇
〇

前
期

　八
月
二
十
三
日
〜
九
月
二
十
三
日

後
期

　十
月
三
十
一
日
〜
十
一
月
三
十
日

場
所

　当
館
特
別
展
示
室

　今
年
度
の
企
画
展
で
は
、
十
月
か
ら
十

一
月
に
開
催
さ
れ
た
第
二
十
九
回
国
民
文

化
祭
あ
き
た
２
０
１
４
を
契
機
に
、「
秋

田
の
文
化
」
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
ま
し

た
。
ま
た
、
公
文
書
関
係
の
企
画
展
で
は

初
め
て
、
前
期
後
期
の
展
示
内
容
を
ほ
ぼ

全
面
的
に
入
れ
替
え
る
こ
と
を
試
み
ま
し

た
。
前
期
は
、
秋
田
の
伝
統
行
事
・
芸
能
、

「
秋
田
県
民
歌
」
の
誕
生
、
県
史
編
纂

（
戦
前
編
）
、
秋
田
の
食
文
化
、
文
化
の

殿
堂
（
戦
前
編
）
、
月
刊
広
報
紙
「
あ
き

た
」
の
コ
ー
ナ
ー
、
後
期
は
、
秋
田
の
伝

統
工
芸
、
「
県
民
の
歌
」
の
誕
生
、
県
史

編
纂
（
戦
後
編
）、
史
跡
の
保
存
調
査
、
文

化
の
殿
堂
（
戦
後
編
）、
文
化
エ
ト
セ
ト
ラ

の
コ
ー
ナ
ー
で
構
成
し
ま
し
た
。

　前
期
後
期
と
も
公
文
書
館
の
資
料
活
用

術
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
を
最
後
に
設
け
、
文

化
に
つ
い
て
調
べ
る
際
に
有
用
な
所
蔵
資

料
を
紹
介
し
ま
し
た
。
行
幸
・
行
啓
・
お

成
り
関
係
、
博
覧
会
・
共
進
会
関
係
、
史

跡
等
調
査
関
係
、
土
木
営
繕
関
係
、
県
史

編
纂
関
係
の
公
文
書
、
ま
た
県
政
映
画
や

月
刊
広
報
誌
「
あ
き
た
」
な
ど
で
す
。

　期
間
中
、
展
示
担
当
職
員
に
よ
る
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
十
六
回
行
い
ま
し
た
。

お
客
様
と
職
員
、
ま
た
お
客
様
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
情
報
交
換
の
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
ト
ー
ク
を
聞
き
、
公
文

書
や
県
政
映
画
の
閲
覧
方
法
を
問
わ
れ
た

お
客
様
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　今
回
の
展
示
で
は
、
前
期
に
「
秋
田
県

民
歌
」、
後
期
に
「
県
民
の
歌
」
誕
生
の
経

緯
を
紹
介
し
ま
し
た
。
戦
前
の
「
秋
田
県

民
歌
」
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
「
秋

田
県
報
」
以
外
に
制
定
過
程
を
知
る
資
料

が
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　こ
れ
に
対
し
、
戦
後
の
「
県
民
の
歌
」

に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
五
年
「
県
民
の

歌
・
県
旗
・
県
章
関
係
綴
」
（
資
料
番
号

九
三
〇
一
〇
三
│
三
〇
五
五
〇
）
が
あ
り

ま
す
。
一
冊
の
中
に
、
「
県
民
の
歌
」
等

選
定
要
綱
案
、
「
県
民
の
歌
」
歌
詞
募
集

規
定
、
歌
詞
及
び
楽
曲
公
募
作
品
の
審
査

経
過
の
記
録
な
ど
が
あ
る
ほ
か
、
楽
曲
公

募
ポ
ス
タ
ー
や
当
選
し
た
応
募
作
品
（
写

真
）
、「
県
民
の
歌
」
披
露
時
の
楽
譜
な
ど

希
少
な
現
物
も
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　こ
の
簿
冊
の
記
録
か
ら
、
昭
和
三
十
四

年
（
一
九
五
九
）
の
「
県
民
の
歌
」
誕
生

に
関
し
て
興
味
深
い
事
実
が
分
か
り
ま

す
。
た
と
え
ば
「
県
民
の
歌
」
が
当
初

「
県
民
舞
踊
」
と
セ
ッ
ト
で
検
討
さ
れ
て

い
た
こ
と
。
当
選
し
た
応
募
歌
詞
が
大
幅

に
補
作
さ
れ
現
在
の
形
に
な
っ
た
こ
と
。

応
募
楽
曲
の
最
終
選
定
で
審
査
し
た
音
楽

家
達
の
意
見
が
割
れ
、
当
初
予
定
さ
れ
た

十
一
月
三
日
の
文
化
の
日
に
間
に
合
わ

ず
、
十
二
月
七
日
の
新
県
庁
舎
竣
工
式
で

披
露
さ
れ
た
こ
と
。
そ
し
て
、
県
内
各
地

で
レ
コ
ー
ド
の
市
販
を
望
む
声
が
多
く
、

製
作
会
社
の
特
約
店
で
販
売
し
た
こ
と
な

ど
で
す
。

　他
に
も
「
県
民
の
歌
」
誕
生
の
経
緯
を

詳
細
に
記
録
し
た
文
書
が
綴
じ
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
今
後
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

「県民の歌」楽曲公募の当選作品
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昭
和
三
十
五
年 

「
県
民
の
歌
・
県
旗
・
県
章
関
係
綴
」

　
　
　
　

 

　

 

〜 

「
県
民
の
歌
」誕
生
秘
話
を
伝
え
る
公
文
書 

〜

平
成
二
十
六
年
度
　秋
田
県
公
文
書
館
企
画
展

「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
で
秋
田
の
文
化
を
探
れ
！
」

企
画
展
の
展
示
資
料
よ
り



　秋
田
県
立
秋
田
図
書
館
（
現
秋
田
県
立

図
書
館
）
以
来
続
い
て
い
る
秋
田
藩
の
藩

政
史
料
の
翻
刻
・
刊
行
事
業
は
、
当
館
に

引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
記
録
を
通
し
て
約

二
百
六
十
年
続
い
た
江
戸
時
代
の
秋
田
藩

の
歴
史
を
見
る
と
い
う
構
想
に
基
づ
き
、

秋
田
県
立
秋
田
図
書
館
で
「
国
典
類
抄
」

全
十
九
巻
（
秋
田
藩
初
代
藩
主
佐
竹
義
宣

か
ら
八
代
藩
主
義
敦
）、「
御
亀
鑑
」
江
府

五
巻
、当
館
で
「
御
亀
鑑
」
秋
府
二
巻
（
九

代
藩
主
佐
竹
義
和
）・「
渋
江
和
光
日
記
」

全
十
二
巻
（
十
代
藩
主
佐
竹
義
厚
）・「
宇

都
宮
孟
綱
日
記
」
全
八
巻
（
十
代
藩
主
佐

竹
義
厚
か
ら
最
後
の
藩
主
義
堯
）
を
刊
行

い
た
し
ま
し
た
。

　昨
年
度
は
当
館
開
館
二
十
周
年
事
業
の

一
環
と
し
て
、
当
館
所
蔵
の
絵
図
図
録
を

編
集
・
刊
行
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
度
よ

り
当
館
所
蔵
史
料
の
刊
行
事
業
を
再
開
し
、

「
岡
本
元
朝
日
記
」
第
一
巻
を
刊
行
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
「
岡
本
元
朝
日

記
」
は
、
全
八
巻
を
予
定
し
て
お
り
、
毎

年
一
巻
刊
行
し
ま
す
。

　記
主
岡
本
元
朝
は
佐
竹
家
中
で
、
寛
文

元
年
（
一
六
六
一
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
八
月
三
日
、
秋

田
藩
の
相
手
番
に
任
じ
ら
れ
ま
す
。
同
十

年（
一
六
九
七
）八
月
に
佐
竹
家
譜
編
纂
・

文
書
改
等
の
、
い
わ
ゆ
る
修
史
事
業
の
統

括
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。
同
十
四
年
（
一
七

〇
一
）
十
月
十
六
日
に
家
老
に
任
じ
ら
れ

ま
す
。
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
四
月
二

十
日
に
角
間
川
給
人
の
組
下
支
配
と
な
り

ま
す
。
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
二
月
十

六
日
に
五
十
二
才
で
久
保
田
に
没
し
ま
し

た
。
通
称
は
は
じ
め
和
泉
、
後
に
又
太
郎

で
す
。
元
朝
の
著
作
と
し
て
、「
佐
竹
義

俊
義
治
考
」・「
佐
竹
義
元
始
末
考
」・「
山

入
始
末
」・「
山
入
始
末
考
」・「
梅
津
主
馬

利
忠
覚
書
」・「
和
田
昭
為
伝
聞
書
」
等
が

あ
り
ま
す
。

　刊
行
に
あ
た
っ
て
、
当
館
所
蔵
「
岡
本

元
朝
日
記
」
六
十
四
冊
（
資
料
番
号
七

｜

三
八
〇

｜

一
〜
六
四
）
を
底
本
と
し
ま
し

た
。
そ
し
て
底
本
に
欠
け
て
い
る
部
分
は
、

「
元
朝
日
記
抄
」
二
十
一
冊
（
資
料
番
号

県
Ａ

｜

一
四
四

｜

一
〜
二
一
）
で
補
い
ま

し
た
。

　底
本
は
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
八

月
八
日
、
羽
生
氏
熟
が
秋
田
県
立
秋
田
図

書
館
（
現
秋
田
県
立
図
書
館
）
に
寄
贈
、

平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
十
一
月
、
当
館

に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。
底
本
は
、
元
禄
八

年
（
一
六
九
五
）
正
月
二
日
か
ら
正
徳
二

年
（
一
七
一
二
）
ま
で
の
日
次
記
で
す
。

よ
り
正
確
に
い
い
ま
す
と
、
一
〜
六
十
二
、

つ
ま
り
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
か
ら
正

徳
元
年
（
一
七
一
一
）
ま
で
は
元
朝
の
自

筆
で
す
が
、
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
の

分
で
あ
る
六
十
三
・
六
十
四
は
元
朝
の
家

臣
糸
川
文
蔵
が
執
筆
し
て
い
ま
す
。
文
蔵

は
、
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
正
月
一
日

か
ら
二
月
十
六
日
の
元
朝
死
没
直
前
ま
で

を
元
朝
、
そ
れ
以
降
を
自
分
の
立
場
で
記

し
て
い
ま
す
。

　「
元
朝
日
記
抄
」
は
、
秋
田
藩
か
ら
秋

田
県
庁
に
引
き
継
が
れ
た
秋
田
県
庁
旧
蔵

文
書
の
一
つ
で
す
。「
元
朝
日
記
抄
」
は

日
次
記
で
は
な
く
、「
国
典
類
抄
」
の
項

目
立
て
に
な
ら
っ
た
「
岡
本
元
朝
日
記
」

の
部
類
記
で
す
。「
元
朝
日
記
抄
」
を
底

本
と
比
較
し
ま
す
と
、
底
本
に
記
さ
れ
て

い
る
天
候
は
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
漢

字
を
仮
名
に
改
め
る
等
、
底
本
の
文
字
に

必
ず
し
も
忠
実
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
編

者
の
考
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　第
一
巻
で
は
、 

元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）

正
月
か
ら
同
一
四
年
（
一
七
〇
一
）
九
月

ま
で
、
元
朝
が
家
老
に
任
じ
ら
れ
る
前
ま

で
の
分
を
刊
行
し
ま
し
た
。
底
本
は
元
禄

十
一
年
（
一
六
九
八
）
、
宝
永
四
年
（
一

七
〇
七
）
六
・
七
月
等
の
分
を
欠
い
て
お

り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
「
元
朝
日
記
抄
」

で
補
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

第
一
巻
で
は
底
本
に
な
い
冊
、
具
体
的
に

は
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
の
分
は
採

録
せ
ず
、
底
本
に
あ
る
冊
の
欠
損
部
分
を

補
う
に
と
ど
め
ま
し
た
。
た
と
え
ば
冒
頭

の
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
正
月
一
日
条

全
部
と
翌
二
日
条
が
底
本
で
は
欠
け
て
い

ま
す
の
で
、
「
元
朝
日
記
抄
」
で
補
っ
て

い
ま
す
。

　元
朝
が
日
記
を
記
し
た
元
禄
か
ら
正
徳

の
時
期
は
、
長
い
江
戸
時
代
で
は
安
定
期

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
該
期
の
記
録
は

「
国
典
類
抄
」
に
も
収
録
さ
れ
て
い
ま
す

が
、「
岡
本
元
朝
日
記
」
は
利
用
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
十
七
世
紀
か
ら
十
八
世
紀
中

頃
ま
で
の
史
料
は
多
い
と
い
え
ま
せ
ん
の

で
、「
岡
本
元
朝
日
記
」
を
秋
田
藩
の
藩

政
史
料
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　「
岡
本
元
朝
日
記
」
か
ら
様
々
な
こ
と

が
わ
か
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
詳
細
は
、

実
際
に
手
に
と
っ
て
ご
覧
下
さ
い
。

　岡
本
元
朝
日
記
第
一
巻
は
税
別
四
千
円

で
頒
布
し
て
お
り
ま
す
。
ご
購
入
希
望
の

方
は
、
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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「
岡
本
元
朝
日
記
」

         

第
一
巻

刊
行
物
紹
介

〒
〇
一
一
ー
〇
九
〇
一

秋
田
市
寺
内
字
三
千
刈
一
一
〇
ー
一

秋
田
活
版
印
刷
株
式
会
社

電
話 

〇
一
八（
八
八
八
）三
五
〇
〇

前
期

　八
月
二
十
三
日
〜
九
月
二
十
三
日

後
期

　十
月
三
十
一
日
〜
十
一
月
三
十
日

場
所

　当
館
特
別
展
示
室

　今
年
度
の
企
画
展
で
は
、
十
月
か
ら
十

一
月
に
開
催
さ
れ
た
第
二
十
九
回
国
民
文

化
祭
あ
き
た
２
０
１
４
を
契
機
に
、「
秋

田
の
文
化
」
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
ま
し

た
。
ま
た
、
公
文
書
関
係
の
企
画
展
で
は

初
め
て
、
前
期
後
期
の
展
示
内
容
を
ほ
ぼ

全
面
的
に
入
れ
替
え
る
こ
と
を
試
み
ま
し

た
。
前
期
は
、
秋
田
の
伝
統
行
事
・
芸
能
、

「
秋
田
県
民
歌
」
の
誕
生
、
県
史
編
纂

（
戦
前
編
）
、
秋
田
の
食
文
化
、
文
化
の

殿
堂
（
戦
前
編
）
、
月
刊
広
報
紙
「
あ
き

た
」
の
コ
ー
ナ
ー
、
後
期
は
、
秋
田
の
伝

統
工
芸
、
「
県
民
の
歌
」
の
誕
生
、
県
史

編
纂
（
戦
後
編
）、
史
跡
の
保
存
調
査
、
文

化
の
殿
堂
（
戦
後
編
）、
文
化
エ
ト
セ
ト
ラ

の
コ
ー
ナ
ー
で
構
成
し
ま
し
た
。

　前
期
後
期
と
も
公
文
書
館
の
資
料
活
用

術
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
を
最
後
に
設
け
、
文

化
に
つ
い
て
調
べ
る
際
に
有
用
な
所
蔵
資

料
を
紹
介
し
ま
し
た
。
行
幸
・
行
啓
・
お

成
り
関
係
、
博
覧
会
・
共
進
会
関
係
、
史

跡
等
調
査
関
係
、
土
木
営
繕
関
係
、
県
史

編
纂
関
係
の
公
文
書
、
ま
た
県
政
映
画
や

月
刊
広
報
誌
「
あ
き
た
」
な
ど
で
す
。

　期
間
中
、
展
示
担
当
職
員
に
よ
る
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
十
六
回
行
い
ま
し
た
。

お
客
様
と
職
員
、
ま
た
お
客
様
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
情
報
交
換
の
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
ト
ー
ク
を
聞
き
、
公
文

書
や
県
政
映
画
の
閲
覧
方
法
を
問
わ
れ
た

お
客
様
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　今
回
の
展
示
で
は
、
前
期
に
「
秋
田
県

民
歌
」、
後
期
に
「
県
民
の
歌
」
誕
生
の
経

緯
を
紹
介
し
ま
し
た
。
戦
前
の
「
秋
田
県

民
歌
」
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
「
秋

田
県
報
」
以
外
に
制
定
過
程
を
知
る
資
料

が
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　こ
れ
に
対
し
、
戦
後
の
「
県
民
の
歌
」

に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
五
年
「
県
民
の

歌
・
県
旗
・
県
章
関
係
綴
」
（
資
料
番
号

九
三
〇
一
〇
三
│
三
〇
五
五
〇
）
が
あ
り

ま
す
。
一
冊
の
中
に
、
「
県
民
の
歌
」
等

選
定
要
綱
案
、
「
県
民
の
歌
」
歌
詞
募
集

規
定
、
歌
詞
及
び
楽
曲
公
募
作
品
の
審
査

経
過
の
記
録
な
ど
が
あ
る
ほ
か
、
楽
曲
公

募
ポ
ス
タ
ー
や
当
選
し
た
応
募
作
品
（
写

真
）
、「
県
民
の
歌
」
披
露
時
の
楽
譜
な
ど

希
少
な
現
物
も
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　こ
の
簿
冊
の
記
録
か
ら
、
昭
和
三
十
四

年
（
一
九
五
九
）
の
「
県
民
の
歌
」
誕
生

に
関
し
て
興
味
深
い
事
実
が
分
か
り
ま

す
。
た
と
え
ば
「
県
民
の
歌
」
が
当
初

「
県
民
舞
踊
」
と
セ
ッ
ト
で
検
討
さ
れ
て

い
た
こ
と
。
当
選
し
た
応
募
歌
詞
が
大
幅

に
補
作
さ
れ
現
在
の
形
に
な
っ
た
こ
と
。

応
募
楽
曲
の
最
終
選
定
で
審
査
し
た
音
楽

家
達
の
意
見
が
割
れ
、
当
初
予
定
さ
れ
た

十
一
月
三
日
の
文
化
の
日
に
間
に
合
わ

ず
、
十
二
月
七
日
の
新
県
庁
舎
竣
工
式
で

披
露
さ
れ
た
こ
と
。
そ
し
て
、
県
内
各
地

で
レ
コ
ー
ド
の
市
販
を
望
む
声
が
多
く
、

製
作
会
社
の
特
約
店
で
販
売
し
た
こ
と
な

ど
で
す
。

　他
に
も
「
県
民
の
歌
」
誕
生
の
経
緯
を

詳
細
に
記
録
し
た
文
書
が
綴
じ
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
今
後
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

「県民の歌」楽曲公募の当選作品
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昭
和
三
十
五
年 

「
県
民
の
歌
・
県
旗
・
県
章
関
係
綴
」

　
　
　
　

 

　

 

〜 

「
県
民
の
歌
」誕
生
秘
話
を
伝
え
る
公
文
書 

〜

平
成
二
十
六
年
度
　秋
田
県
公
文
書
館
企
画
展

「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
で
秋
田
の
文
化
を
探
れ
！
」

企
画
展
の
展
示
資
料
よ
り



　今
年
度
も
八
月
三
十
一
日
（
日
）
と
十

一
月
三
日
（
月
）
に
、
当
館
三
階
多
目
的

ホ
ー
ル
に
て
、
「
県
政
映
画
上
映
会
〜
懐

か
し
き
昭
和
三
十
年
代
の
我
が
秋
田
〜
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　八
月
の
上
映
会
で
は
、
国
民
文
化
祭
に

ち
な
み
、
伝
統
工
芸
や
生
活
文
化
な
ど
秋

田
の
文
化
に
関
す
る
話
題
を
始
め
と
し
た

五
本
の
作
品
を
上
映
し
ま
し
た
。

　十
一
月
は
、
秋
田
の
文
化
の
話
題
や
リ

ク
エ
ス
ト
の
多
か
っ
た
秋
田
国
体
の
話
題

な
ど
を
県
政
映
画
か
ら
紹
介
し
ま
し
た
。

　お
客
様
の
感
想
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し

ま
す
。
「
昔
、
テ
レ
ビ
な
か
っ
た
の
で
、

ど
れ
も
感
心
し
て
み
て
た
」
（
六
十
代
、

女
性
）
、「
大
館
市
の
大
火
を
見
て
、
今
で

は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
、
御
苦
労
を
さ
れ

た
も
の
と
思
っ
た
」（
七
十
代
、
男
性
）
、

「
秋
田
県
の
発
展
時
を
自
分
の
生
き
る
時

と
重
ね
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
」
（
六
十
代
、
女
性
）
、「
と
て
も
楽
し

か
っ
た
。
色
々
な
形
で
も
っ
と
県
民
に
見

て
も
ら
う
と
い
い
で
す
ね
」
（
五
十
代
、

女
性
）
、「
例
え
ば
干
拓
当
初
の
大
潟
村

と
、
今
現
在
の
お
米
が
余
り
す
ぎ
て
い
て

大
変
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
大
潟
村
と
の

差
な
ど
を
考
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら

拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」
（
三
十

代
、
女
性
）
、「
秋
田
の
歴
史
を
知
る
こ
と

で
今
後
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」
（
五
十
代
、
男
性
）
、「
昭
和
三

十
年
代
老
い
も
若
き
も
目
が
輝
や
い
て
い

た
」
（
七
十
代
、
男
性
）。

　公
文
書
館
の
所
蔵
資
料
で
最
初
に
秋
田

県
指
定
有
形
文
化
財
と
な
っ
た
「
出
羽
一

国
御
絵
図
」
（
県
Ｃ―

六
〇
三
）
は
、
正

保
年
間
（
一
六
四
四
〜
四
八
）
に
作
成
・

提
出
さ
れ
た
国
絵
図
の
控
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
縦
五
三
五
セ
ン
チ
、
横
一
二
二

五
セ
ン
チ
に
及
ぶ
こ
の
絵
図
は
、
あ
ま
り

の
大
き
さ
に
展
示
が
困
難
で
あ
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
は
閲
覧
室
の
小
型
複
製
絵
図

や
、
絵
図
モ
ニ
タ
ー
な
ど
の
画
像
で
し
か

ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
や
は
り
実
際
の
大
き
さ
を

体
感
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
、
今
年
度

原
寸
大
の
複
製
絵
図
を
作
成
し
ま
し
た
。

　当
館
所
蔵
の
大
型
絵
図
は
、
後
世
に

な
っ
て
軸
装
さ
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で

す
が
、
作
成
当
時
は
広
間
な
ど
で
床
に
ひ

ろ
げ
て
使
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
今
回
の
複
製
絵
図
も
「
床
に
置
い
て

見
る
」
状
態
を
想
定
し
、
約
一
メ
ー
ト
ル

四
方
に
分
割
し
た
ピ
ー
ス
を
六
十
枚
作
成

し
て
並
べ
る
こ
と
で
、
原
寸
大
で
の
再
現

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
絵
図
の

上
に
乗
っ
て
見
学
で
き
る
よ
う
、
強
度
の

高
い
素
材
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　初
公
開
と
な
っ
た
十
月
二
十
五
日
の

「
読
書
の
つ
ど
い
二
〇
一
四
秋
」
（
秋
田

テ
ル
サ
）
で
は
、
延
べ
一
八
〇
人
の
方
々

に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
絵
図
の
上

を
何
度
も
往
復
す
る
方
、
特
定
の
地
域
を

じ
っ
く
り
眺
め
る
方
と
、
楽
し
み
方
は
様

々
で
し
た
。
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
で
館
内
で

の
展
示
は
困
難
で
す
が
、
今
後
も
随
時
公

開
の
場
を
設
け
て
い
く
予
定
で
す
。

１１月３日（月・祝） 上映「二代目千秋丸」より

5 ● 秋田県公文書館だより

県
政
映
画
上
映
会

〜 

懐
か
し
き
昭
和
三
十
年
代
の
我
が
秋
田 

〜

初
公
開
！ 

原
寸
大
複
製
絵
図

〜 

「
出
羽
一
国
御
絵
図
」 （
正
保
国
絵
図
控
）

　今
年
度
の
「
公
文
書
館
講
座
」
は
「
古

文
書
解
読
講
座
Ⅰ
・
Ⅱ
」
と
「
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
講
座
」
の
二
本
立
て
で
開
催
し
ま
し

た
。　「

古
文
書
解
読
講
座
Ⅰ
」
は
、
初
め
て

古
文
書
を
学
ぶ
方
を
対
象
に
全
六
回
で
実

施
。
昨
年
度
の
講
座
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
初

級
編
で
も
「
難
し
い
」
と
い
う
回
答
が
多

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
実
際
に
く
ず
し
字
を

読
む
前
に
、
古
文
書
に
頻
出
す
る
用
語
や

表
現
、
文
章
の
パ
タ
ー
ン
な
ど
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ひ
と
つ
の
文
書

を
時
間
を
か
け
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
教
材
の
量
は
や
や
少
な
め
で
し
た
が
、

参
加
者
の
方
か
ら
は
お
お
む
ね
好
評
だ
っ

た
よ
う
で
す
。

　「
古
文
書
解
読
講
座
Ⅱ
」
は
、
古
文
書

を
あ
る
程
度
読
め
る
方
を
対
象
に
実
施
し

ま
し
た
。「
町
触
控
」「
佐
竹
北
家
日
記
」

な
ど
の
解
読
を
通
し
て
、
近
世
秋
田
の
歴

史
に
も
触
れ
る
内
容
で
す
。
そ
れ
だ
け
に

ベ
テ
ラ
ン
の
参
加
者
が
多
く
、
熱
心
に
質

問
す
る
姿
も
見
ら
れ
、
充
実
し
た
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

　「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
講
座
」
は
昨
年
度
に

引
き
続
き
、
秋
田
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

と
の
共
催
事
業
（
「
美
の
国
ア
ク
テ
ィ
ブ

カ
レ
ッ
ジ
」
の
一
環
）
と
し
て
、
同
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
実
施
し
ま
し
た
。
企
画
展

の
展
示
資
料
に
関
連
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

や
、
「
戸
村
家
文
書
目
録
」
作
成
の
過
程

な
ど
多
彩
な
内
容
を
通
し
て
、
所
蔵
資
料

に
加
え
て
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
＝
公
文
書
館
の

業
務
の
一
端
を
紹
介
す
る
講
座
で
す
。
終

了
後
に
は
展
示
室
や
閲
覧
室
を
訪
れ
る
参

加
者
の
姿
が
見
ら
れ
、
中
に
は
講
座
で
初

め
て
公
文
書
館
に
つ
い
て
知
っ
た
と
い
う

声
も
あ
り
ま
し
た
。
講
座
へ
の
参
加
が
公

文
書
館
の
利
用
に
つ
な
が
っ
て
く
れ
れ
ば

幸
い
で
す
。

　今
年
度
は
「
古
文
書
解
読
講
座
Ⅰ
」
に

二
〇
四
名
、
「
古
文
書
解
読
講
座
Ⅱ
」
に

一
二
六
名
、
「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
講
座
」
に

一
八
四
名
と
、
計
五
一
四
名
の
方
々
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
く
の
ご
参
加
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
度
も

公
文
書
館
講
座
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

アーカイブズ講座「解読！アーカイブズ」 生涯学習センターと
共催で実施。

古文書解読講座Ⅰ

古文書解読講座Ⅱ

初めて古文書を学ぶ方を対象に実施。

古文書をある程度読める方を対象に実施。

実施日
第１回

第２回

第３回

第４回

９／ ５ (金)

９／１２(金)

９／１９(金)

佐竹義宣の書簡　－「秋田藩家蔵文書」より－

瀬谷小太郎宛の書簡　－「真崎文庫」より－

中後期秋田藩政の一断面　－｢町触控｣を読む－

「佐竹北家日記」を読む

テ　　ー　　マ

実施日

第２回

第３回

第１回

１０／２４(金)

１０／３１(金)

明治維新　城のゆくえ　－久保田城を中心に－

アーカイブズで再発見！ 秋田の魅力

「秋田県民歌」「県民の歌」誕生秘話
－平成26年度公文書館企画展より－

秋田藩発給文書について

テ　　ー　　マ

９／２６(金)

実施日
第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

６／２８(土)

７／ ５ (土)

７／１２(土)

７／１９(土)

７／２６(土)

８／ ２(土)

古文書・用語の基礎知識

候（そうろう）文に挑戦！

くずし字に慣れよう

くずし字の古文書を解読しよう

秋田藩家蔵文書をよむ

テ　　ー　　マ

１１／７ (金)第４回

１０／１７(金)
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　今
年
度
も
八
月
三
十
一
日
（
日
）
と
十

一
月
三
日
（
月
）
に
、
当
館
三
階
多
目
的

ホ
ー
ル
に
て
、
「
県
政
映
画
上
映
会
〜
懐

か
し
き
昭
和
三
十
年
代
の
我
が
秋
田
〜
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　八
月
の
上
映
会
で
は
、
国
民
文
化
祭
に

ち
な
み
、
伝
統
工
芸
や
生
活
文
化
な
ど
秋

田
の
文
化
に
関
す
る
話
題
を
始
め
と
し
た

五
本
の
作
品
を
上
映
し
ま
し
た
。

　十
一
月
は
、
秋
田
の
文
化
の
話
題
や
リ

ク
エ
ス
ト
の
多
か
っ
た
秋
田
国
体
の
話
題

な
ど
を
県
政
映
画
か
ら
紹
介
し
ま
し
た
。

　お
客
様
の
感
想
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し

ま
す
。
「
昔
、
テ
レ
ビ
な
か
っ
た
の
で
、

ど
れ
も
感
心
し
て
み
て
た
」
（
六
十
代
、

女
性
）
、「
大
館
市
の
大
火
を
見
て
、
今
で

は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
、
御
苦
労
を
さ
れ

た
も
の
と
思
っ
た
」（
七
十
代
、
男
性
）
、

「
秋
田
県
の
発
展
時
を
自
分
の
生
き
る
時

と
重
ね
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
」
（
六
十
代
、
女
性
）
、「
と
て
も
楽
し

か
っ
た
。
色
々
な
形
で
も
っ
と
県
民
に
見

て
も
ら
う
と
い
い
で
す
ね
」
（
五
十
代
、

女
性
）
、「
例
え
ば
干
拓
当
初
の
大
潟
村

と
、
今
現
在
の
お
米
が
余
り
す
ぎ
て
い
て

大
変
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
大
潟
村
と
の

差
な
ど
を
考
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら

拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」
（
三
十

代
、
女
性
）
、「
秋
田
の
歴
史
を
知
る
こ
と

で
今
後
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」
（
五
十
代
、
男
性
）
、「
昭
和
三

十
年
代
老
い
も
若
き
も
目
が
輝
や
い
て
い

た
」
（
七
十
代
、
男
性
）。

　公
文
書
館
の
所
蔵
資
料
で
最
初
に
秋
田

県
指
定
有
形
文
化
財
と
な
っ
た
「
出
羽
一

国
御
絵
図
」
（
県
Ｃ―

六
〇
三
）
は
、
正

保
年
間
（
一
六
四
四
〜
四
八
）
に
作
成
・

提
出
さ
れ
た
国
絵
図
の
控
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
縦
五
三
五
セ
ン
チ
、
横
一
二
二

五
セ
ン
チ
に
及
ぶ
こ
の
絵
図
は
、
あ
ま
り

の
大
き
さ
に
展
示
が
困
難
で
あ
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
は
閲
覧
室
の
小
型
複
製
絵
図

や
、
絵
図
モ
ニ
タ
ー
な
ど
の
画
像
で
し
か

ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
や
は
り
実
際
の
大
き
さ
を

体
感
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
、
今
年
度

原
寸
大
の
複
製
絵
図
を
作
成
し
ま
し
た
。

　当
館
所
蔵
の
大
型
絵
図
は
、
後
世
に

な
っ
て
軸
装
さ
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で

す
が
、
作
成
当
時
は
広
間
な
ど
で
床
に
ひ

ろ
げ
て
使
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
今
回
の
複
製
絵
図
も
「
床
に
置
い
て

見
る
」
状
態
を
想
定
し
、
約
一
メ
ー
ト
ル

四
方
に
分
割
し
た
ピ
ー
ス
を
六
十
枚
作
成

し
て
並
べ
る
こ
と
で
、
原
寸
大
で
の
再
現

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
絵
図
の

上
に
乗
っ
て
見
学
で
き
る
よ
う
、
強
度
の

高
い
素
材
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　初
公
開
と
な
っ
た
十
月
二
十
五
日
の

「
読
書
の
つ
ど
い
二
〇
一
四
秋
」
（
秋
田

テ
ル
サ
）
で
は
、
延
べ
一
八
〇
人
の
方
々

に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
絵
図
の
上

を
何
度
も
往
復
す
る
方
、
特
定
の
地
域
を

じ
っ
く
り
眺
め
る
方
と
、
楽
し
み
方
は
様

々
で
し
た
。
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
で
館
内
で

の
展
示
は
困
難
で
す
が
、
今
後
も
随
時
公

開
の
場
を
設
け
て
い
く
予
定
で
す
。

１１月３日（月・祝） 上映「二代目千秋丸」より

5 ● 秋田県公文書館だより

県
政
映
画
上
映
会

〜 
懐
か
し
き
昭
和
三
十
年
代
の
我
が
秋
田 

〜

初
公
開
！ 

原
寸
大
複
製
絵
図

〜 

「
出
羽
一
国
御
絵
図
」 （
正
保
国
絵
図
控
）

　今
年
度
の
「
公
文
書
館
講
座
」
は
「
古

文
書
解
読
講
座
Ⅰ
・
Ⅱ
」
と
「
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
講
座
」
の
二
本
立
て
で
開
催
し
ま
し

た
。　「

古
文
書
解
読
講
座
Ⅰ
」
は
、
初
め
て

古
文
書
を
学
ぶ
方
を
対
象
に
全
六
回
で
実

施
。
昨
年
度
の
講
座
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
初

級
編
で
も
「
難
し
い
」
と
い
う
回
答
が
多

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
実
際
に
く
ず
し
字
を

読
む
前
に
、
古
文
書
に
頻
出
す
る
用
語
や

表
現
、
文
章
の
パ
タ
ー
ン
な
ど
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ひ
と
つ
の
文
書

を
時
間
を
か
け
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
教
材
の
量
は
や
や
少
な
め
で
し
た
が
、

参
加
者
の
方
か
ら
は
お
お
む
ね
好
評
だ
っ

た
よ
う
で
す
。

　「
古
文
書
解
読
講
座
Ⅱ
」
は
、
古
文
書

を
あ
る
程
度
読
め
る
方
を
対
象
に
実
施
し

ま
し
た
。「
町
触
控
」「
佐
竹
北
家
日
記
」

な
ど
の
解
読
を
通
し
て
、
近
世
秋
田
の
歴

史
に
も
触
れ
る
内
容
で
す
。
そ
れ
だ
け
に

ベ
テ
ラ
ン
の
参
加
者
が
多
く
、
熱
心
に
質

問
す
る
姿
も
見
ら
れ
、
充
実
し
た
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

　「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
講
座
」
は
昨
年
度
に

引
き
続
き
、
秋
田
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

と
の
共
催
事
業
（
「
美
の
国
ア
ク
テ
ィ
ブ

カ
レ
ッ
ジ
」
の
一
環
）
と
し
て
、
同
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
実
施
し
ま
し
た
。
企
画
展

の
展
示
資
料
に
関
連
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

や
、
「
戸
村
家
文
書
目
録
」
作
成
の
過
程

な
ど
多
彩
な
内
容
を
通
し
て
、
所
蔵
資
料

に
加
え
て
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
＝
公
文
書
館
の

業
務
の
一
端
を
紹
介
す
る
講
座
で
す
。
終

了
後
に
は
展
示
室
や
閲
覧
室
を
訪
れ
る
参

加
者
の
姿
が
見
ら
れ
、
中
に
は
講
座
で
初

め
て
公
文
書
館
に
つ
い
て
知
っ
た
と
い
う

声
も
あ
り
ま
し
た
。
講
座
へ
の
参
加
が
公

文
書
館
の
利
用
に
つ
な
が
っ
て
く
れ
れ
ば

幸
い
で
す
。

　今
年
度
は
「
古
文
書
解
読
講
座
Ⅰ
」
に

二
〇
四
名
、
「
古
文
書
解
読
講
座
Ⅱ
」
に

一
二
六
名
、
「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
講
座
」
に

一
八
四
名
と
、
計
五
一
四
名
の
方
々
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
く
の
ご
参
加
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
度
も

公
文
書
館
講
座
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

アーカイブズ講座「解読！アーカイブズ」 生涯学習センターと
共催で実施。

古文書解読講座Ⅰ

古文書解読講座Ⅱ

初めて古文書を学ぶ方を対象に実施。

古文書をある程度読める方を対象に実施。

実施日
第１回

第２回

第３回

第４回

９／ ５ (金)

９／１２(金)

９／１９(金)

佐竹義宣の書簡　－「秋田藩家蔵文書」より－

瀬谷小太郎宛の書簡　－「真崎文庫」より－

中後期秋田藩政の一断面　－｢町触控｣を読む－

「佐竹北家日記」を読む

テ　　ー　　マ

実施日

第２回

第３回

第１回

１０／２４(金)

１０／３１(金)

明治維新　城のゆくえ　－久保田城を中心に－

アーカイブズで再発見！ 秋田の魅力

「秋田県民歌」「県民の歌」誕生秘話
－平成26年度公文書館企画展より－

秋田藩発給文書について

テ　　ー　　マ

９／２６(金)

実施日
第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

６／２８(土)

７／ ５ (土)

７／１２(土)

７／１９(土)

７／２６(土)

８／ ２(土)

古文書・用語の基礎知識

候（そうろう）文に挑戦！

くずし字に慣れよう

くずし字の古文書を解読しよう

秋田藩家蔵文書をよむ

テ　　ー　　マ

１１／７ (金)第４回

１０／１７(金)
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　市
町
村
公
文
書
・
歴
史
資
料
保
存
利
用

推
進
会
議
は
、
県
内
市
町
村
の
各
担
当
者

と
当
館
で
問
題
意
識
を
共
有
し
、
公
文

書
・
古
文
書
等
の
歴
史
資
料
の
保
存
と
利

用
に
つ
い
て
取
り
組
み
の
強
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
今
年

度
は
十
一
月
二
十
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　会
議
の
前
半
で
は
、
二
十
八
年
度
に
公

文
書
館
開
館
を
目
指
す
大
仙
市
の
取
り
組

み
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
東
北
の
市
町
村

で
は
初
の
設
置
と
な
り
ま
す
。

　ま
た
、
村
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
村
史

を
刊
行
し
た
大
潟
村
の
取
り
組
み
な
ど
に

つ
い
て
事
例
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　午
後
か
ら
は
基
調
講
演
に
、
山
岸
正
男

長
野
県
小
布
施
町
文
書
館
長
を
お
迎
え
し

て
「
新
た
な
公
文
書
管
理
の
確
立
へ
│
小

布
施
町
の
公
文
書
管
理
と
公
文
書
館
│
」

と
い
う
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　小
布
施
町
は
、
二
十
五
年
に
公
文
書
管

理
条
例
の
制
定
と
公
文
書
館
の
設
置
の
両

方
を
行
っ
た
ば
か
り
で
す
。
決
し
て
大
都

市
で
は
な
い
人
口
約
一
万
一
千
人
の
小
さ

な
町
が
そ
れ
を
成
し
遂
げ
た
と
い
う
点

は
、
県
内
市
町
村
の
各
担
当
者
に
刺
激
に

な
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
公

文
書
管
理
へ
の
取
り
組
み
が
ま
ち
づ
く
り

の
経
緯
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
お
話
な
ど

は
、
各
参
加
者
に
も
強
い
印
象
を
与
え
た

よ
う
で
し
た
。
講
演
の
詳
細
は
当
館
の

「
研
究
紀
要
」
第
二
十
一
号
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　当
館
で
は
、
今
後
も
公
文
書
・
歴
史
資

料
保
存
の
市
町
村
支
援
と
し
て
何
が
で
き

る
か
と
い
う
観
点
か
ら
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

　県
の
各
課
所
で
作
成
さ
れ
県
庁
舎
地
下

書
庫
な
ど
で
保
存
さ
れ
て
い
る
公
文
書

は
、
保
存
期
間
経
過
後
に
当
館
へ
毎
年
引

き
渡
さ
れ
ま
す
。
前
年
度
知
事
部
局
か
ら

引
渡
し
を
受
け
た
件
数
は
約
四
千
四
百
件

（
約
七
千
四
百
冊
）
で
す
。
こ
れ
ら
は
、

毎
年
当
館
の
基
準
に
よ
り
評
価
・
選
別
を

行
い
、
後
世
に
継
承
す
べ
き
県
政
資
料
と

し
て
利
用
者
へ
の
公
開
等
に
備
え
、
当
館

の
書
庫
に
保
存
し
ま
す
。

　一
方
、
当
館
に
現
在
保
存
さ
れ
て
い
る

も
の
の
う
ち
作
成
後
三
十
年
経
過
し
た
公

文
書
に
つ
い
て
は
、
毎
年
利
用
者
へ
の
公

開
に
向
け
て
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵

害
す
る
情
報
が
あ
る
か
ど
う
か
を
主
眼
に

点
検
し
、
作
成
原
課
所
と
の
協
議
を
経

て
、
目
録
作
成
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
登
録
な

ど
公
開
に
向
け
た
作
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。　平

成
二
十
六
年
度
に
新
た
に
公
開
対
象

と
し
た
公
文
書
の
内
訳
は
下
表
の
と
お
り

で
、
合
計
九
百
六
十
七
件
で
す
。
ど
な
た

で
も
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
閲
覧
請
求
の
上
、
原

本
を
（
非
公
開
情
報
は
被
覆
の
上
）
ご
覧

に
な
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。 公

文
書
の
引
渡
し・

　
　
　公
開
状
況

引渡し・保存状況

保存率保存件数引渡件数

５７３件
（1,074冊）

４，４３７件
（7,438冊）

理
由

内

　
　訳

平成26年新規公開状況

※１ 非公開とすべき年数が満了した時に公開となる
※２ 情報公開条例による公開請求対象となる

公 開 と 決 定

非 公 開 と 決 定

作 成 原 課 で 現 在 も
利用している （※２） 　

非 公 開 情 報 が 多 数
含まれている （※１ ※２）

新規公開の候補とした公文書 1,614件

967件

647件

201件

446件

12.9％

７件
（43冊）

３５件
（75冊）

20.0％

知 事 部 局
（平成２５年度分）

各 行 政 委 員 会
（平成２４年度分）

平
成
二
十
六
年
度

市
町
村
公
文
書
・
歴
史
資
料
保
存
利
用
推
進
会
議
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　全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協

議
会
（
全
史
料
協
）
第
四
十
一
回
全
国
大

会
の
開
催
地
が
大
仙
市
に
決
定
し
ま
し

た
。
本
県
で
開
催
さ
れ
る
の
は
、
平
成
八

年
の
大
会
に
続
き
二
回
目
で
す
。
大
会
に

は
毎
年
全
国
か
ら
公
文
書
館
職
員
な
ど
二

百
名
を
超
え
る
関
係
者
が
参
加
し
ま
す
。

　今
大
会
は
、
公
文
書
館
設
置
構
想
を
進

め
て
い
る
大
仙
市
が
、
市
民
に
公
文
書
館

へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
機
会
に
と
そ

の
開
催
を
誘
致
し
た
も
の
で
、
全
史
料
協

が
主
催
者
、
県
及
び
市
が
共
催
者
と
し
て

大
会
を
運
営
し
ま
す
。
市
町
村
職
員
ほ
か

一
般
県
民
に
も
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
今
後
、
三
者
が
協
議
し
て
大
会
行
事

の
計
画
立
案
を
行
う
予
定
で
す
。

 

　全
史
料
協
は
公
文
書
・
古
文
書
な
ど
歴

史
資
料
の
保
存
利
用
活
動
の
振
興
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
五
十
一
年
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
は
、
地
方
自
治

体
の
文
書
館
、
公
文
書
館
、
図
書
館
、
歴

史
資
料
館
、
自
治
体
史
編
纂
室
、
大
学
資

料
室
な
ど
百
三
十
三
機
関
と
個
人
会
員
約

三
百
名
（
平
成
二
十
六
年
十
二
月
現
在
）

か
ら
な
り
ま
す
。
主
な
活
動
は
、
歴
史
資

料
の
保
存
と
利
用
に
関
す
る
研
修
会
・
研

究
会
の
開
催
で
、
全
国
大
会
は
そ
の
最
大

の
も
の
で
す
。

開
催
日

：

十
一
月
十
二
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　〜
十
三
日
（
金
）

会

　場

：

大
仙
市
大
曲
市
民
会
館
・

　
　
　
　大
仙
市
立
大
曲
中
央
公
民
館
・

　
　
　
　大
仙
市
大
曲
交
流
セ
ン
タ
ー

主
な
行
事
（
計
画
中
）

：

研
修
会
、
自
由

　
　
　
　論
題
研
究
会
、
大
会
テ
ー
マ
研

　
　
　
　究
会
、
視
察
研
修
「
国
指
定
名

　
　
　
　勝

　旧
池
田
氏
庭
園
」

開
催
概
要

全
史
料
協
に
つ
い
て

　平
成
二
十
六
年
十
一
月
八
日
、
大
仙
市

主
催
（
秋
田
県
後
援
）
の
標
記
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
、「
今
な
ぜ
公
文
書
館
が
必
要
な

の
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
同
市
大
曲
交
流
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
約
八
十
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　当
館
か
ら
は
平
井
館
長
が
来
賓
と
し
て

挨
拶
し
、
戸
嶋
専
門
員
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
参
加
し
た
ほ
か
、
公
文
書
館
の
意
義

や
役
割
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
、
当
館
の
業
務
や
大
仙
市
に
関
す
る

所
蔵
資
料
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
示
を
行

い
ま
し
た
。

　大
仙
市
は
、
旧
双
葉
小
学
校
（
強
首
地

区
）
を
改
修
し
、
平
成
二
十
八
年
度
に
市

町
村
と
し
て
は
東
北
初
と
な
る
公
文
書
館

を
開
設
し
、
古
文
書
と
歴
史
的
公
文
書
を

一
元
管
理
す
る
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　基
調
講
演
で
は
、
渡
辺
英
夫
秋
田
大
学

教
授
が
、
公
文
書
の
保
存
は
行
政
が
将
来

に
わ
た
っ
て
説
明
責
任
を
果
た
す
根
拠
と

し
て
重
要
で
あ
り
、
市
民
に
利
用
し
て
も

ら
う
意
識
が
必
要
と
述
べ
ま
し
た
。

　パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
公

文
書
管
理
を
取
巻
く
世
界
・
日
本
の
状
況

と
市
の
積
極
的
な
取
組
み
へ
の
期
待
、
地

域
住
民
共
有
の
貴
重
な
資
産
で
あ
る
保
存

文
書
の
管
理
・
活
用
が
行
政
効
率
化
に
も

繋
が
る
こ
と
、
花
火
関
連
資
料
の
収
集
・

利
用
を
通
し
た
図
書
館
・
資
料
館
等
と
の

連
携
実
現
、
館
設
置
の
礎
と
な
っ
た
古
文

書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
と
そ
の
魅
力
、

保
存
文
書
の
学
校
教
育
現
場
で
の
活
用
方

策
な
ど
の
報
告
や
具
体
的
提
案
が
あ
り
、

充
実
し
た
催
し
に
な
り
ま
し
た
。

こ
わ
く
び

【第40回全史料協全国（福岡）大会】
　閉会行事で次期開催地代表として
　挨拶する平井秋田県公文書館長
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「
大
仙
市
公
文
書
館

　　　　設
置
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」 

に
参
加
し
て

平
成
二
十
七
年
度

　全
国
大
会
の

　
　
　
　大
仙
市
開
催
が
決
定
し
ま
し
た

全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会



　市
町
村
公
文
書
・
歴
史
資
料
保
存
利
用

推
進
会
議
は
、
県
内
市
町
村
の
各
担
当
者

と
当
館
で
問
題
意
識
を
共
有
し
、
公
文

書
・
古
文
書
等
の
歴
史
資
料
の
保
存
と
利

用
に
つ
い
て
取
り
組
み
の
強
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
今
年

度
は
十
一
月
二
十
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　会
議
の
前
半
で
は
、
二
十
八
年
度
に
公

文
書
館
開
館
を
目
指
す
大
仙
市
の
取
り
組

み
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
東
北
の
市
町
村

で
は
初
の
設
置
と
な
り
ま
す
。

　ま
た
、
村
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
村
史

を
刊
行
し
た
大
潟
村
の
取
り
組
み
な
ど
に

つ
い
て
事
例
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　午
後
か
ら
は
基
調
講
演
に
、
山
岸
正
男

長
野
県
小
布
施
町
文
書
館
長
を
お
迎
え
し

て
「
新
た
な
公
文
書
管
理
の
確
立
へ
│
小

布
施
町
の
公
文
書
管
理
と
公
文
書
館
│
」

と
い
う
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　小
布
施
町
は
、
二
十
五
年
に
公
文
書
管

理
条
例
の
制
定
と
公
文
書
館
の
設
置
の
両

方
を
行
っ
た
ば
か
り
で
す
。
決
し
て
大
都

市
で
は
な
い
人
口
約
一
万
一
千
人
の
小
さ

な
町
が
そ
れ
を
成
し
遂
げ
た
と
い
う
点

は
、
県
内
市
町
村
の
各
担
当
者
に
刺
激
に

な
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
公

文
書
管
理
へ
の
取
り
組
み
が
ま
ち
づ
く
り

の
経
緯
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
お
話
な
ど

は
、
各
参
加
者
に
も
強
い
印
象
を
与
え
た

よ
う
で
し
た
。
講
演
の
詳
細
は
当
館
の

「
研
究
紀
要
」
第
二
十
一
号
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　当
館
で
は
、
今
後
も
公
文
書
・
歴
史
資

料
保
存
の
市
町
村
支
援
と
し
て
何
が
で
き

る
か
と
い
う
観
点
か
ら
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

　県
の
各
課
所
で
作
成
さ
れ
県
庁
舎
地
下

書
庫
な
ど
で
保
存
さ
れ
て
い
る
公
文
書

は
、
保
存
期
間
経
過
後
に
当
館
へ
毎
年
引

き
渡
さ
れ
ま
す
。
前
年
度
知
事
部
局
か
ら

引
渡
し
を
受
け
た
件
数
は
約
四
千
四
百
件

（
約
七
千
四
百
冊
）
で
す
。
こ
れ
ら
は
、

毎
年
当
館
の
基
準
に
よ
り
評
価
・
選
別
を

行
い
、
後
世
に
継
承
す
べ
き
県
政
資
料
と

し
て
利
用
者
へ
の
公
開
等
に
備
え
、
当
館

の
書
庫
に
保
存
し
ま
す
。

　一
方
、
当
館
に
現
在
保
存
さ
れ
て
い
る

も
の
の
う
ち
作
成
後
三
十
年
経
過
し
た
公

文
書
に
つ
い
て
は
、
毎
年
利
用
者
へ
の
公

開
に
向
け
て
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵

害
す
る
情
報
が
あ
る
か
ど
う
か
を
主
眼
に

点
検
し
、
作
成
原
課
所
と
の
協
議
を
経

て
、
目
録
作
成
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
登
録
な

ど
公
開
に
向
け
た
作
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。　平

成
二
十
六
年
度
に
新
た
に
公
開
対
象

と
し
た
公
文
書
の
内
訳
は
下
表
の
と
お
り

で
、
合
計
九
百
六
十
七
件
で
す
。
ど
な
た

で
も
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
閲
覧
請
求
の
上
、
原

本
を
（
非
公
開
情
報
は
被
覆
の
上
）
ご
覧

に
な
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。 公

文
書
の
引
渡
し・

　
　
　公
開
状
況

引渡し・保存状況

保存率保存件数引渡件数

５７３件
（1,074冊）

４，４３７件
（7,438冊）

理
由

内

　
　訳

平成26年新規公開状況

※１ 非公開とすべき年数が満了した時に公開となる
※２ 情報公開条例による公開請求対象となる

公 開 と 決 定

非 公 開 と 決 定

作 成 原 課 で 現 在 も
利用している （※２） 　

非 公 開 情 報 が 多 数
含まれている （※１ ※２）

新規公開の候補とした公文書 1,614件

967件

647件

201件

446件

12.9％

７件
（43冊）

３５件
（75冊）

20.0％

知 事 部 局
（平成２５年度分）

各 行 政 委 員 会
（平成２４年度分）

平
成
二
十
六
年
度

市
町
村
公
文
書
・
歴
史
資
料
保
存
利
用
推
進
会
議
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　全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協

議
会
（
全
史
料
協
）
第
四
十
一
回
全
国
大

会
の
開
催
地
が
大
仙
市
に
決
定
し
ま
し

た
。
本
県
で
開
催
さ
れ
る
の
は
、
平
成
八

年
の
大
会
に
続
き
二
回
目
で
す
。
大
会
に

は
毎
年
全
国
か
ら
公
文
書
館
職
員
な
ど
二

百
名
を
超
え
る
関
係
者
が
参
加
し
ま
す
。

　今
大
会
は
、
公
文
書
館
設
置
構
想
を
進

め
て
い
る
大
仙
市
が
、
市
民
に
公
文
書
館

へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
機
会
に
と
そ

の
開
催
を
誘
致
し
た
も
の
で
、
全
史
料
協

が
主
催
者
、
県
及
び
市
が
共
催
者
と
し
て

大
会
を
運
営
し
ま
す
。
市
町
村
職
員
ほ
か

一
般
県
民
に
も
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
今
後
、
三
者
が
協
議
し
て
大
会
行
事

の
計
画
立
案
を
行
う
予
定
で
す
。

 

　全
史
料
協
は
公
文
書
・
古
文
書
な
ど
歴

史
資
料
の
保
存
利
用
活
動
の
振
興
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
五
十
一
年
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
は
、
地
方
自
治

体
の
文
書
館
、
公
文
書
館
、
図
書
館
、
歴

史
資
料
館
、
自
治
体
史
編
纂
室
、
大
学
資

料
室
な
ど
百
三
十
三
機
関
と
個
人
会
員
約

三
百
名
（
平
成
二
十
六
年
十
二
月
現
在
）

か
ら
な
り
ま
す
。
主
な
活
動
は
、
歴
史
資

料
の
保
存
と
利
用
に
関
す
る
研
修
会
・
研

究
会
の
開
催
で
、
全
国
大
会
は
そ
の
最
大

の
も
の
で
す
。

開
催
日

：

十
一
月
十
二
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　〜
十
三
日
（
金
）

会

　場

：

大
仙
市
大
曲
市
民
会
館
・

　
　
　
　大
仙
市
立
大
曲
中
央
公
民
館
・

　
　
　
　大
仙
市
大
曲
交
流
セ
ン
タ
ー

主
な
行
事
（
計
画
中
）

：

研
修
会
、
自
由

　
　
　
　論
題
研
究
会
、
大
会
テ
ー
マ
研

　
　
　
　究
会
、
視
察
研
修
「
国
指
定
名

　
　
　
　勝

　旧
池
田
氏
庭
園
」

開
催
概
要

全
史
料
協
に
つ
い
て

　平
成
二
十
六
年
十
一
月
八
日
、
大
仙
市

主
催
（
秋
田
県
後
援
）
の
標
記
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
、「
今
な
ぜ
公
文
書
館
が
必
要
な

の
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
同
市
大
曲
交
流
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
約
八
十
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　当
館
か
ら
は
平
井
館
長
が
来
賓
と
し
て

挨
拶
し
、
戸
嶋
専
門
員
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
参
加
し
た
ほ
か
、
公
文
書
館
の
意
義

や
役
割
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
、
当
館
の
業
務
や
大
仙
市
に
関
す
る

所
蔵
資
料
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
示
を
行

い
ま
し
た
。

　大
仙
市
は
、
旧
双
葉
小
学
校
（
強
首
地

区
）
を
改
修
し
、
平
成
二
十
八
年
度
に
市

町
村
と
し
て
は
東
北
初
と
な
る
公
文
書
館

を
開
設
し
、
古
文
書
と
歴
史
的
公
文
書
を

一
元
管
理
す
る
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　基
調
講
演
で
は
、
渡
辺
英
夫
秋
田
大
学

教
授
が
、
公
文
書
の
保
存
は
行
政
が
将
来

に
わ
た
っ
て
説
明
責
任
を
果
た
す
根
拠
と

し
て
重
要
で
あ
り
、
市
民
に
利
用
し
て
も

ら
う
意
識
が
必
要
と
述
べ
ま
し
た
。

　パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
公

文
書
管
理
を
取
巻
く
世
界
・
日
本
の
状
況

と
市
の
積
極
的
な
取
組
み
へ
の
期
待
、
地

域
住
民
共
有
の
貴
重
な
資
産
で
あ
る
保
存

文
書
の
管
理
・
活
用
が
行
政
効
率
化
に
も

繋
が
る
こ
と
、
花
火
関
連
資
料
の
収
集
・

利
用
を
通
し
た
図
書
館
・
資
料
館
等
と
の

連
携
実
現
、
館
設
置
の
礎
と
な
っ
た
古
文

書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
と
そ
の
魅
力
、

保
存
文
書
の
学
校
教
育
現
場
で
の
活
用
方

策
な
ど
の
報
告
や
具
体
的
提
案
が
あ
り
、

充
実
し
た
催
し
に
な
り
ま
し
た
。

こ
わ
く
び

【第40回全史料協全国（福岡）大会】
　閉会行事で次期開催地代表として
　挨拶する平井秋田県公文書館長
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「
大
仙
市
公
文
書
館

　　　　設
置
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」 

に
参
加
し
て

平
成
二
十
七
年
度

　全
国
大
会
の

　
　
　
　大
仙
市
開
催
が
決
定
し
ま
し
た

全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会



　秋
田
県
公
文
書
館
で
は
、
ク
ラ
ウ
ド
型

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
サ
ー
ビ
ス
「
Ａ
Ｍ

Ｌ
Ａ
Ｄ
（
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
）
」
を
利
用

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　平
成
二
十
五
年
三
月
の
提
供
開
始
後
も

デ
ー
タ
を
順
次
追
加
し
、
現
在
で
は
全
て

の
公
開
資
料
の
目
録
情
報
を
キ
ー
ワ
ー
ド

で
検
索
で
き
る
ほ
か
、
絵
図
の
一
部
に
つ

い
て
は
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
自
由
に
拡
大
縮

小
表
示
し
て
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　ま
た
、
県
内
の
関
連
機
関
（
県
立
図
書

館
、
近
代
美
術
館
、
県
立
博
物
館
、
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
あ
き
た
文
学
資
料

館
）
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
横
断
検

索
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
目
録
デ
ー
タ

　約
12
万
２
千
点
（
公
文

　書
３
万
１
千
点
、
古
文
書
６
万
５
千
点
、

　行
政
資
料
２
万
６
千
点
）

●
画
像
デ
ー
タ

　収
蔵
絵
図
約
２
千
６
百

　点
の
う
ち
、
約
８
百
点
の
画
像
が
手
軽

　に
閲
覧
で
き
ま
す
。

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
資
料
を
探
す
に
は
、

次
の
２
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

● 

キ
ー
ワ
ー
ド
で
探
す

　デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、

収
蔵
資
料
の
目
録
情
報
を
キ
ー
ワ
ー
ド
で

検
索
で
き
ま
す
。
検
索
に
は
３
つ
の
機
能

が
あ
り
ま
す
。

・
キ
ー
ワ
ー
ド
で
簡
易
に
検
索
で
き
る

　「
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
」

・
検
索
条
件
を
細
か
く
設
定
し
て
検
索
す

　る
「
詳
細
検
索
」

・
カ
テ
ゴ
リ
一
覧
か
ら
た
ど
っ
て
検
索
す

　る
「
分
類
で
検
索
」

▼
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
秋
田
県
公
文
書
館

　

http://d
a
.a

pl.pref.a
kita

.jp/koub
un/

● 

目
録
で
探
す

　秋
田
県
公
式
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
は
、
収

蔵
資
料
の
目
録
デ
ー
タ
を
エ
ク
セ
ル
フ
ァ

イ
ル
形
式
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

（
一
部
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
が
あ
り
ま
す
）

▼
秋
田
県
公
式
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
・
公
文
書
館

　

―

収
蔵
資
料
の
概
要
・
目
録
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

http://w
w

w
.pref.akita.lg

.jp/kobunsyo/

こ
の
印
刷
物
は
二
、〇
〇
〇
部
作
成
し
、そ
の
経
費
は
一
部
当
り
二
五・〇
〇
円
で
す
。

◆
開
館
時
間

　
平
　
　
日
　
９
時
〜 

19
時

　
土
日
祝
日
　
10
時
〜 

18
時

◆
休
館
日（
平
成
27
年
度
）

　
４
月
１
日
・
５
月
13
日
・
７
月
１
日
・

　
８
月
５
日
・
９
月
２
日
・
10
月
７
日
・

　
11
月
４
日
・
12
月
２
日
・
１
月
６
日
・

　２
月
３
日
・
３
月
２
日

　年
末
年
始

　
　12
月
28
日
〜
１
月
３
日

　特
別
整
理
期
間

　
　６
月
１
日
〜
７
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　11
月
９
日
〜
15
日

◆
企
画
展

　
　「
藩
政
期
の
秋
田 

」

　
　
前
期
　
８
月
29
日
〜
９
月
23
日

　
　
後
期
　
10
月
31
日
〜
11
月
30
日

◆
公
文
書
館
講
座

　●
古
文
書
解
読
講
座

　
　
７
月
３
日
・
７
月
10
日
・
７
月
17
日
・

　
　
７
月
24
日

　●
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
講
座

　
　
７
月
31
日
・
８
月
28
日 

　
　
於:

県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◆
県
政
映
画
上
映
会

　第
一
回
　
８
月
29
日
（
土
）

　
第
二
回
　
11
月
１
日
（
日
）

◆
古
文
書
相
談
日

　４
月
21
日
・
５
月
12
日
・
５
月
26
日
・

　
６
月
９
日
・
６
月
23
日
・
８
月
25
日
・

　
９
月
８
日
・
10
月
６
日
・
10
月
20
日
・

　
11
月
24
日
　
12
月
８
日
・
12
月
22
日
・

　
１
月
12
日
・
１
月
26
日
・
２
月
９
日
・

　
２
月
23
日
・
３
月
８
日

◆
全
史
料
協
全
国
大
会

　
11
月
12
日
〜
13
日

　
　
於
：
大
仙
市

利
用
案
内

行
事
予
定

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

平
成
二
十
七
年
度

公
文
書
館

編集発行 ： 秋田県公文書館　 

〒010-0952  秋田市山王新町14-31  電話018（866）8301
                  URL  http://www.pref.akita.lg.jp/kobunsyo/　

周辺案内図

Ｊ
Ｒ
秋
田
駅

千秋公園秋
田
市
役
所
●

秋
田
県
立
体
育
館
●

●
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　／
児
童
会
館

●
秋
田
市
文
化
会
館

秋
田
県

公
文
書
館

●
秋
田
県
庁

●
秋
田
銀
行
本
店

●
北
都
銀
行

　本
店

国
道
７
号
線

Ｊ
Ａ（
農
協
）ビ
ル
●

広小路

中央通り

秋田中央道路
旭北出入口

山王大通り←秋田南バイパスへ

P❶

P❷

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
提
供
内
容

公
文
書
館
収
蔵
資
料
の
探
し
方

ま
す
ま
す
充
実
し
ま
し
た
！
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